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実施項目

1. ダンプまでの最適化。主に垂直方向のエミッタンスが小さくなるように
最適化を行った。

2. チャージを変更してのトラッキング



１、１１２３、１２４

５

６ ７ ８

９

１０

初期設定事項その１

初期バンチ長=1ps

規格エミッタンス、enx,eny=1[mm/mrad]

電荷=77pC

加速周波数=1.3GHz

77pCx1.3GHz=100mA

エネルギー：初期=5MeV、加速後=165MeV



初期設定事項その2

加速空洞のオフクレスト角度φ=15°

前半アーク部R56=0.141906341

後半アーク部R56=-0.141906341

CSR込み、加速空洞のフォーカス、エッジあり

粒子のグラフデータは5σまで表示



ダンプまでの最適化

・前回のビームサイズ
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2度目の減速空洞通過直後

1度目の減速空洞通過直後



・最適化後のビームサイズ

2度目の減速空洞通過直後

1度目の減速空洞通過直後
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・前回のバンチ長とエネルギースプレッド

2度目の減速空洞通過直後



・今回のバンチ長とエネルギースプレッド

2度目の減速空洞通過直後



・2度目の減速空洞通過直後のバンチ形状

・前回のバンチ形状 ・今回のバンチ形状



2.チャージ変更してのトラッキング

チャージ数に対する第一アーク通過直後のバンチ長のプロット図
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770pCにおける、ビームサイズの変化



まとめ

・最適化後垂直方向のビームサイズをかなり抑えることが出来ている。

・バンチ圧縮の部分でのバンチ長が、チャージが増えるに従って線形的に増加して
いる。

・バンチの形状が三次の形状が明確に現れる形になっていく。

・チャージ増加による影響としてはこの他に、水平方向のビームサイズの増加が非
常に大きい。

今後の予定

・ビームサイズの最適化を行ったが、垂直方向のサイズが第一アーク部出口の後
に大きくなっている。そこの部分の最適化も行う。

・チャージ毎に最適化を行う。




